
 

記入例 

申請者は被災当時の世帯主になります。 

記入しない 

初めて申請する場合にのみ、被災した家屋に被災当時居住していた世帯員全員を記

載してください。 

世帯主は記入不要です。 

 

伊達 太郎 

伊達 太郎 

だて たろう 

福島県伊達市○○町○○字○○ 

○○○―○○○○ 

✔ 現在の住所に振込通知書が送付されます。 

被災住所と同じ場合は「被災住所と同じ」に✔ を記入してください。 

 090   1234   ○○○○ 

世帯主名義の通帳口座 

○  ○  〇 

記入しない 

伊達 花子 

だて はなこ 

○ ○ 〇 

○  ○  〇 

・通帳の写しは、銀行、支店、口座、名義（フリガナ）のページのコピー 

・ゆうちょ銀行の場合は、記号、番号がわかるページのコピー 



 

100 

例 ・補修のための費用が著しく高額 

となるため 

・住宅の倒壊の恐れがあり、危険 

防止のため 

200 

「建設・購入」：家屋を新築、購入する場合 

「補修」：修繕して引き続き生活する場合 

「賃貸住宅」：アパート等を借りる場合 

※公営住宅、県の借り上げ住宅は対象とな 

りません。 

世帯員が 7 人以上で表面に書ききれない場合はこちらに記入ください。 

 

記入しない 


